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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２５℃における粘度が１０～２００Ｐａ・ｓであり、２５℃における粘度に対する１５
℃における粘度の比が４．６未満である（メタ）アクリル酸エステル系重合体と、
　無機粉末と、
　数平均分子量が７００以上であるポリアルキレングリコールとを含み、前記ポリアルキ
レングリコールが全体の５重量％以下の濃度で配合されている、血液分離剤。
【請求項２】
　２５℃における水への溶解度が４ｇ／１００ｍＬ以下である重合禁止剤をさらに含む、
請求項１に記載の血液分離剤。
【請求項３】
　前記（メタ）アクリル酸エステル系重合体が、（メタ）アクリル酸エステル単量体と、
（メタ）アクリル酸エステル単量体以外の単量体との共重合体である、請求項１または請
求項２に記載の血液分離剤。
【請求項４】
　前記（メタ）アクリル酸エステル単量体以外の単量体が、芳香族ビニル単量体である、
請求項３に記載の血液分離剤。
【請求項５】
　前記芳香族ビニル単量体が、スチレンまたはα－メチルスチレンである、請求項４に記
載の血液分離剤。
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【請求項６】
　前記ポリアルキレングリコールが炭素数２～４のアルキレンオキサイド単量体から選ば
れる１種あるいは２種以上の単量体からなる重合体及び／または炭素数３または４のアル
キレンオキサイド単量体から選ばれる１種あるいは２種以上の単量体からなる重合体であ
る、請求項１～５のいずれか１項に記載の血液分離剤。
【請求項７】
　前記無機粉末が、表面が親水性の無機粉末、もしくは表面が疎水性の無機粉末、または
その双方を含むものである、請求項１～６のいずれか１項に記載の血液分離剤。
【請求項８】
　容器本体と、容器本体内に収容されている、請求項１～７のいずれか１項に記載の血液
分離剤とを備える、血液採取容器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血液試料から血清または血漿を分離するのに用いられる血液分離剤及び血液
採取容器に関する。より詳細には、比重差を利用して、遠心分離後に血餅と血清あるいは
血球成分と血漿との中間に隔壁を形成することができる血液分離剤及び血液採取容器に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の血液分離剤として、樹脂に、比重調整剤、チクソトロピー性増強剤、ま
たは粘度調整剤を添加してなる種々の血液分離剤が知られている。上記樹脂としては、下
記の特許文献１には、常温で固形の水添シクロペンタジエン系石油樹脂と可塑剤との混合
物が開示されている。また、従来、シリコーンポリマー、α－オレフィン共重合体または
アクリル系共重合体なども用いられている。
【０００３】
　上記樹脂に添加される比重調整剤としては、シリカなどの無機粉末が用いられる。また
、チクソトロピー性増強剤、粘度調整剤としては、種々の有機化合物が用いられている。
この有機化合物としては、グリセリン、プロピレングリコール、エチレングリコール、エ
チレンジアミン、ジベンジリデンソルビトール、脂肪酸アミド、フルオロカーボン系界面
活性剤、ポリエステル変性アルキルポリシロキサン系界面活性剤、ポリエーテル変性アル
キルポリシロキサン系界面活性剤、エチレングリコール・プロピレングリコールブロック
共重合体系界面活性剤などが用いられていた。
【０００４】
　さらに、特許文献１に例示されている常温で固形の水添シクロペンタジエン系石油樹脂
を使用する場合には、水添シクロペンタジエン系石油樹脂を可塑剤に溶解し、常温で液状
にする必要がある。可塑剤としてはフタル酸エステル、トリメリット酸エステル、セバシ
ン酸エステル、マレイン酸エステル等が例示される。しかしながら、固形の樹脂と可塑剤
とからなる樹脂成分は、水添シクロペンタジエン系石油樹脂の分子構造に起因して、温度
による粘度の変化が大きく、低温下で分離剤粘度が高くなる。したがって、冷却遠心分離
機を用いた場合、血液分離剤の流動性が低下するという問題がある。
【０００５】
　また、シリコーンポリマーを上記樹脂として用いた場合、長期間貯蔵されている間に比
重調整剤として添加されるシリカの表面と反応し、血液分離剤のチクソトロピー性を低下
させるおそれがある。
【０００６】
　一方、α－オレフィン共重合体を用いた血液分離剤では、α－オレフィン共重合体自体
の比重が小さいので、比重調整剤として大きな比重を有する無機粉末を大量に添加する必
要がある。そのため、遠心分離時に、遠心力により無機粉末が樹脂と分離し、血餅と血清
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あるいは血球成分と血漿との中間に隔壁を形成することができないことがある。さらに、
無機粉末の添加量を多くすると、長期間の貯蔵中における水素結合力が増大し、粘度が高
くなり、遠心分離時の流動性が低下するという問題がある。
【０００７】
　また、アクリル系共重合体を用いた場合は、アクリル系共重合体自体の放射線の照射に
対する耐性が低いため、γ線照射による滅菌の際にラジカルが発生し、重合反応の進行及
び、主鎖の切断・再結合の過程で生じる架橋によってアクリル系共重合体の粘度が増加す
る。そのため、血餅と血清あるいは血球成分と血漿との中間に充分な隔壁を形成できない
おそれがある。この粘度増加を抑制する方法の一例が下記の特許文献２に開示されている
。特許文献２では、ヒドロキノン等の水溶性の高い重合禁止剤が用いられている。しかし
、水溶性の高い重合禁止剤を用いた場合、血液分離剤中から血清あるいは血漿中に重合禁
止剤が溶出する。そのため、該血清あるいは血漿を試料とした場合に、その検査値に影響
を及ぼすという問題がある。さらに特許文献３では、連鎖移動剤であるα－メチルスチレ
ンダイマーが添加されている。しかし、連鎖移動剤はポリマー主鎖中の重合を抑制する効
果は持っているが、ラジカルが消失しないため、粘度増加の根本的な抑制には向かないと
いった問題がある。
【０００８】
　また、上記チクソトロピー性増強剤や粘度調整剤として使用されている有機化合物のほ
とんどは親水性である。そのため、血液中に該有機化合物が溶出し、血液細胞膜に障害を
与えるという問題が起きる。その結果、ＬＤＨやＡＳＴなどの血液細胞内に多量に含まれ
ている酵素等が血漿や血清に漏出することがある。したがって、これらの検査値に悪影響
を及ぼすことがある。加えて、血液分離剤中への血液中の水分の吸収を促進し、血液分離
剤を白濁させるなどの問題もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平９－１５２３８号公報
【特許文献２】特開平４－１７５６５６号公報
【特許文献３】特開２００７－１０１３２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、温度変化による粘度の変化が小さく、血清や血漿への有機化合物の溶
出が生じ難く、血球成分への影響を低減することができ、さらに血餅と血清または血球成
分と血漿との中間に隔壁を確実に形成することができ、検査値に影響を及ぼし難く、長期
間貯蔵した後でも安定な性能を発現する血液分離剤及び該血液分離剤を用いた血液採取容
器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の血液分離剤は、２５℃における粘度が１０～２００Ｐａ・ｓであり、２５℃に
おける粘度に対する１５℃における粘度の比が４．６未満である（メタ）アクリル酸エス
テル系重合体と、無機粉末と、数平均分子量（Ｍｎ）が７００以上であるポリアルキレン
グリコールとを含み、前記ポリアルキレングリコールが全体の５重量％以下の濃度で配合
されている。
【００１２】
　本発明の血液分離剤は、好ましくは、２５℃における水への溶解度が４ｇ／１００ｍＬ
以下である重合禁止剤を含んでいることが望ましい。
【００１３】
　本発明の血液分離剤では、好ましくは上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体が、（
メタ）アクリル酸エステル単量体と、（メタ）アクリル酸エステル単量体以外の単量体と
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の共重合体からなる。上記（メタ）アクリル酸エステル単量体以外の単量体としては、好
ましくは芳香族ビニル単量体、より好ましくはスチレンまたはα－メチルスチレンが用い
られる。
【００１４】
　本発明の血液分離剤では、好ましくは、前記ポリアルキレングリコールが炭素数２～４
のアルキレンオキサイド単量体から選ばれる１種あるいは２種以上の単量体からなる重合
体及び／または炭素数３または４のアルキレンオキサイド単量体から選ばれる１種あるい
は２種以上の単量体からなる重合体である。
【００１５】
　また、本発明の血液分離剤では、好ましくは、上記無機粉末は、表面が親水性の無機粉
末、もしくは表面が疎水性の無機粉末、またはその双方を含む。
【００１６】
　本発明の血液採取容器は、容器本体と、容器本体内に収容されており、本発明に従って
構成されている血液分離剤とを備える。
【００１７】
　以下、本発明の詳細を説明する。
【００１８】
（（メタ）アクリル酸エステル系重合体）
　本発明の血液分離剤では、血液分離剤用重合体として、２５℃における粘度が１０～２
００Ｐａ・ｓであり、２５℃における粘度に対する１５℃における粘度の比が４．６未満
である（メタ）アクリル酸エステル系重合体が用いられる。
【００１９】
　上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体は、血餅と血清あるいは血球成分と血漿とを
分離するための血液分離剤の主剤である。
【００２０】
　上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体は、少なくとも１種の（メタ）アクリル酸エ
ステル単量体を含む原料を重合することにより得られる。原料には、（メタ）アクリル酸
エステル以外の単量体が含まれていてもよい。すなわち、（メタ）アクリル酸エステル系
重合体は、１種の（メタ）アクリル酸エステル単量体の単独重合体であってもよく、２種
以上の（メタ）アクリル酸エステル単量体よりなる共重合体であってもよく、少なくとも
１種の（メタ）アクリル酸エステル単量体と、それ以外の単量体とからなる共重合体であ
ってもよい。
【００２１】
　上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体中における（メタ）アクリル酸エステル単量
体の含有量は、５０～１００重量％が好ましく、６０～１００重量％がより好ましく、７
０～１００重量％がさらに好ましい。（メタ）アクリル酸エステル単量体の含有量を５０
重量％以上とすることにより、血液分離剤用重合体の比重、チクソトロピー性及び流動性
のバランスをより一層良好に維持することができる。上記好ましい範囲の場合には、これ
らのバランスをより良好にすることができる。
【００２２】
　上記（メタ）アクリル酸エステル単量体としては、例えば１～２０の炭素数を有するア
ルキル基を含む（メタ）アクリル酸アルキルエステル、（メタ）アクリル酸ポリアルキレ
ングリコールエステル、（メタ）アクリル酸アルコキシアルキルエステル、（メタ）アク
リル酸ヒドロキシアルキルエステル、（メタ）アクリル酸グリシジルエステル、（メタ）
アクリル酸ジアルキルアミノアルキルエステル、（メタ）アクリル酸ベンジルエステル、
（メタ）アクリル酸フェノキシアルキルエステル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシルエ
ステル、（メタ）アクリル酸イソボニルエステル、及び（メタ）アクリル酸アルコキシシ
リルアルキルエステルが挙げられる。（メタ）アクリル酸エステル系重合体の構成原料と
しては、１種の上記単量体または２種以上の上記単量体を適宜用いることができる。好ま
しくは、２種以上の上記（メタ）アクリル酸エステル単量体を用いることが望ましい。２
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種以上の単量体を用いた場合には、２種の異なる分子構造を有する単量体の含有比率を調
整することで、（メタ）アクリル酸エステル系重合体を所望の比重及び粘度に容易に調整
することができる。
【００２３】
　上記（メタ）アクリル酸エステル単量体以外の単量体としては、（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステルとラジカル共重合可能なラジカル重合性単量体であれば特に限定されない
。このようなラジカル重合性単量体としては、例えば、芳香族系ビニル単量体、ビニルエ
ステル類、ビニルエーテル類、ビニルピロリドン、及び（メタ）アリルエーテル類が挙げ
られる。芳香族系ビニル単量体としては、例えば、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－
メチルスチレン、α－メチル－ｐ－メチルスチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｏ－メトキ
シスチレン、２，４－ジメチルスチレン、クロロスチレン、及びブロモスチレンが挙げら
れる。ビニルエステル類としては、例えば（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸、フマル
酸、（メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリルジアルキルアミド、及び酢酸ビニルが挙
げられる。上記ラジカル重合性単量体は、１種または２種以上を適宜用いることができる
。
【００２４】
　上記ラジカル重合性単量体としては、芳香族系ビニル単量体が好ましく、スチレン及び
α－メチルスチレンがより好ましい。芳香族系ビニル単量体は、比重が大きくかつ高い疎
水性を有するので、血液分離剤の血液分離能を確保しつつ、薬物の吸着を抑制するのに効
果的である。さらに、上記芳香族ビニル単量体と（メタ）アクリル酸エステルとの共重合
により得られた共重合体では、上記芳香族ビニル単量体を含まない（メタ）アクリル酸エ
ステル系重合体と比較して、放射線による滅菌処理の際に分子量が増大し難く、粘度が高
くなり難い。
【００２５】
　上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体を得るための単量体組成物中における上記芳
香族系ビニル単量体の含有量は、１重量％以上、５０重量％未満が好ましく、５～３０重
量％の範囲がより好ましく、１０～２０重量％の範囲がさらに好ましい。芳香族系ビニル
単量体の含有量が１重量％未満では、芳香族系ビニル単量体を用いた効果が充分に得られ
ない。また、芳香族系ビニル単量体の含有量が５０重量％以上となると、血液分離剤用重
合体の粘度が高くなりすぎ、適度な流動性を確保することが困難となるおそれがある。
【００２６】
　上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体は、通常のラジカル重合法により得ることが
できる。ラジカル重合法としては、溶液重合法、塊状重合法、分散重合法、リビングラジ
カル重合法等が挙げられる。
【００２７】
　血餅（比重１．０８）と血清（比重１．０３）あるいは血球成分（比重１．０８）と血
漿（比重１．０３）との中間層に隔壁を形成するためには、血液分離剤の比重は、１．０
３５～１．０６０であることが好ましい。そのため前記（メタ）アクリル酸エステル系重
合体の２５℃における比重は、１．０２５～１．０６０であることが好ましく、１．０３
０～１．０５０がより好ましい。比重が１．０２５未満では、血液分離剤の比重を前記範
囲に調整するために無機粉末を大量に添加する必要がある。その結果、遠心分離による無
機粉末と血液分離剤用重合体との分離、あるいは長期間の貯蔵中に血液分離剤が吸湿する
。このため、無機粉末間の水素結合力が増大し、血液分離剤の流動性が低下するおそれが
ある。従って、血餅と血清あるいは血球成分と血漿との中間層に隔壁を形成できなくなる
問題が生じる。一方、比重が１．０６０よりも大きい場合には、血液分離剤用重合体のチ
クソ化に必要な無機粉末を添加することで血液分離剤の比重が高くなり過ぎ、血餅と血清
あるいは血球成分と血漿との中間層に隔壁を形成できなくなるおそれがある。
【００２８】
　上記（メタ）アクリル酸エステル系重合体の重量平均分子量（Ｍｗ）は、３０００～５
００００の範囲が好ましく、４０００～３００００の範囲がより好ましい。重量平均分子
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量が上記範囲内にある場合には、血液分離剤の流動性を良好とすることができ、かつ形成
される隔壁の強度を高めることができる。重量平均分子量が３０００未満の場合には、隔
壁の強度が不充分になることがある。または、血清もしくは血漿中に浮遊物が生じ、検査
値に悪影響を及ぼしたり、精密な分析機器を汚染するおそれがある。重量平均分子量が５
００００を超えると、遠心分離時の流動性が低下し、血餅と血清あるいは血球成分と血漿
との間に隔壁を確実に形成することができないおそれがある。
【００２９】
　（メタ）アクリル酸エステル系重合体の２５℃における粘度は１０～２００Ｐａ・ｓで
あり、好ましくは３０～１５０Ｐａ・ｓである。粘度が上記範囲内にあることにより、血
液分離剤の流動性が高められ、隔壁の強度を確保することができる。１０Ｐａ・ｓ未満の
場合には、隔壁の強度が不充分となったり、血清もしくは血漿中に浮遊物が生じ、検査値
に悪影響を及ぼしたり、精密な分析機器を汚染したりするおそれがある。２５℃における
粘度が２００Ｐａ・ｓを超えると、遠心分離時の流動性が低下し、血餅と血清あるいは血
球成分と血漿との間に隔壁を確実に形成することができなくなる。
【００３０】
　また、（メタ）アクリル酸エステル系重合体の２５℃における粘度に対する１５℃にお
ける粘度の比（１５℃における粘度／２５℃における粘度）は、４．６未満であり、好ま
しくは１以上、４．６未満である。上記粘度比が４．６以上になると、１５℃以下といっ
た低温遠心条件において、血液分離剤の粘度の変化が大きくなりすぎるおそれがある。そ
のため、流動性が悪化し、血餅と血清あるいは血球成分と血漿との間に確実に隔壁を形成
することができなくなる。また、一般に液体の粘度は温度によって変化し、温度が低いほ
ど粘度は高くなる。従って、上記粘度比が１の場合には、温度に依存した粘度変化が生じ
ないことを意味する。従って、上記粘度比は１に近いほど望ましい。
【００３１】
　（重合禁止剤）
　重合禁止剤とはラジカル重合を引き起こす活性なラジカル種と反応し、ラジカル重合を
引き起こさない不活性なラジカルまたは安定な化合物にする作用を有する化合物である。
【００３２】
　本発明において、上記血液分離剤用重合体に添加され得る重合禁止剤としては、２５℃
における水への溶解度が４ｇ／１００ｍＬ以下であることが好ましい。より好ましくは、
水に対し難溶性の重合禁止剤を使用することが望ましい。２５℃における水への溶解度が
４ｇ／１００ｍＬより高くなると、遠心分離を行った後、隔壁上面に位置する血清あるい
は血漿中に重合禁止剤が溶出しやすくなる。血清あるいは血漿中に重合禁止剤が溶出する
と、酸化還元反応による測定試薬を用いて測定する項目に影響するおそれがある。また、
ある種の重合禁止剤は、溶出した際に発色を呈する場合があり、発色度合いを測定する項
目等に影響するおそれがある。それ故、２５℃における水への溶解度が４ｇ／１００ｍＬ
を超える重合禁止剤は含まないのが好ましい。
【００３３】
　重合禁止剤としては、例えば、２５℃における水への溶解度が４ｇ／１００ｍＬ以下で
あれば特に限定されるものではない。このような重合禁止剤として、ｐ－メトキシフェノ
ール、ベンゾキノン、クレゾール、ｔ－ブチルカテコール、ｔ－ブチルヒドロキノン、２
，５－ジーｔ－ブチルヒドロキノン、ｐ－ニトロソフェノール、３，５－ジーｔ－ブチル
ー４－ヒドロキシトルエン等のヒドロキシ芳香族化合物、ハイドロキノン化合物、キノン
化合物が挙げられる。また、４、４‘－チオビス（３－メチルー６－ｔ－ブチルフェノー
ル）、フェノチアジン等の硫黄化合物、ジフェニルアミン、クペロン等のアミン化合物、
銅塩化合物、マンガン塩化合物等が挙げられる。
【００３４】
　重合禁止剤の添加量は、放射線照射による血液分離剤の粘度増加を抑制でき、後述の検
査値に影響の無い範囲であれば、特に限定されるものではないが、血液分離剤１００重量
％中、０．００１～５重量％であることが好ましい。より好ましくは０．００５～３重量
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％である。０．００１重量％より少なくなると、放射線照射による血液分離剤の粘度増加
を充分に抑制することができず、遠心分離後の隔壁形成に支障をきたすおそれがある。一
方５重量％以上添加すると、上記血液分離剤用重合体に分散しきらず、粒状の塊が血液分
離剤用重合体の中に残留することがある。
【００３５】
　重合禁止剤の添加方法としては特に限定されるものではないが、例えば、重合禁止剤の
粉末あるいは液を（メタ）アクリル酸エステル系重合体に直接添加してもよいし、重合禁
止剤を有機溶剤に溶解した状態で（メタ）アクリル酸エステル系重合体に添加する等の方
法がある。
【００３６】
　（無機粉末）
　本発明において、上記無機粉末は比重調整剤として用いられている。上記無機粉末は特
に限定されず、シリカ、またはベントナイトもしくはスメクタイトなどからなる粘土鉱物
などの二酸化珪素系無機粉末を用いることができる。
【００３７】
　また、本発明においては、上記無機粉末は、表面が親水性を有していてもよく、疎水性
を有していてもよい。また、表面が疎水性の無機粉末と、表面が親水性の無機粉末とを併
用してもよい。
【００３８】
　前述した血液分離剤用重合体に、上記無機粉末、好ましくは二酸化珪素系粉末を添加す
ることにより、チクソトロピー性を付与することができる。
【００３９】
　上記二酸化珪素系粉末は表面に水酸基を有するため、親水性を示す。また、表面の水酸
基をメチル基等で置換することで、適宜疎水性を付与することができる。
【００４０】
　なお、上記無機粉末が親水性であるか、あるいは疎水性であるかは、水／アルコール混
合溶媒への分散状態により決定されるのが一般的である。上記無機粉末の表面には水酸基
が存在し、純粋な水に分散可能であれば、水酸基がそのまま残存しており、親水性と決定
される。
【００４１】
　他方、水とアルコールとの混合溶媒でなければ分散できない場合、表面が疎水性の無機
粉末である。上記アルコールとしては、メタノールまたはエタノールが用いられる。疎水
性無機粉末としては、アルコール濃度が２５容量％以上の水－アルコール混合溶媒に分散
する程度の疎水性を有するものが使用しやすい。なお、疎水性無機粉末は、親水性無機粉
末の表面の水酸基の一部をジメチルシリル基、トリメチルシリル基、もしくはオクチルシ
リル基などのアルキルシリル基またはシリコーンオイルなどで置換もしくは封鎖処理した
ものが一般的に入手可能である。
【００４２】
　本発明では、液状樹脂などの有機物を分解する触媒活性を有しておらず、検査値に悪影
響を与えることもないことから、上記無機粉末として二酸化珪素系粉末が好適に用いられ
る。二酸化珪素系無機粉末のうち、親水性のシリカとしては、アエロジル９０Ｇ、１３０
、２００、３００等のアエロジルシリーズ（日本アエロジル社製）、レオロシールＱＳ－
１０、ＱＳ－２０、ＱＳ－３０等のレオロシールシリーズ（トクヤマ社製）、ＷＡＣＫＥ
Ｒ　ＨＤＫ　Ｓ１３、Ｎ２０、Ｔ３０等のＷＡＣＫＥＲ　ＨＤＫシリーズ（旭化成ワッカ
ーシリコーン社製）等の気相法親水性シリカが入手可能であり、使用し易い。
【００４３】
　また、疎水性シリカとしては、アエロジルＲ９７２、Ｒ９７４、Ｒ８０５、Ｒ８１２等
のアエロジルシリーズ（日本アエロジル社製）、レオロシールＭＴ－１０、ＤＭ－３０Ｓ
、ＨＭ－３０Ｓ、ＫＳ－２０Ｓ、ＰＭ－２０等のレオロシールシリーズ（トクヤマ社製）
、ＷＡＣＫＥＲ　ＨＤＫ　Ｈ１５、Ｈ１８、Ｈ３０等のＷＡＣＫＥＲ　ＨＤＫシリーズ（
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旭化成ワッカーシリコーン社製）等の気相法疎水性シリカが、入手し易く使用し易い。
【００４４】
　上記無機粉末は微粉末であることが好ましい。これは、同じ添加割合であれば、比表面
積の大きい、平均径の小さな微粉末の方が、チクソトロピー付与性や粘度調整作用を高め
ることができるからである。この場合、微粉末の一次粒子の平均径は１～１００μｍが好
ましく、より好ましくは５～５０μｍである。一次粒子の平均径が１μｍ未満や１００μ
ｍを超えた場合は、本血液分離剤のチクソトロピー性を好適に調整しにくくなる。また、
微粉末の比表面積は、１０～１０００ｍ２／ｇが好ましく、より好ましくは５０～５００
ｍ２／ｇである。比表面積が１０ｍ２／ｇ未満や１０００ｍ２／ｇを超えた場合には、本
血液分離剤のチクソトロピー性を好適に調整しにくくなる。
【００４５】
　上記無機粉末の配合割合は、血液分離剤１００重量％中、０．５～５重量％の範囲が好
ましく、より好ましくは１～４重量％である。０．５重量％未満では、良好なチクソトロ
ピー性が発現しないおそれがあり、５重量％を超えると、比重が高くなり、血液分離剤の
流動性が低下する。
【００４６】
　（ポリアルキレングリコール）
　前記ポリアルキレングリコールはチクソトロピー性増強剤として用いられている。前記
ポリアルキレングリコールは炭素数が２～４のアルキレンオキサイド単量体から選ばれる
１種あるいは２種以上の単量体からなる重合体、及び／または、炭素数が３または４のア
ルキレンオキサイド単量体から選ばれる１種あるいは２種以上の単量体からなる重合体か
らなり、数平均分子量は７００以上である。前述した血液分離剤用重合体に、ポリアルキ
レングリコールを添加することにより、チクソトロピー性を増強することができる。
【００４７】
　本発明に係る血液分離剤では、上記特定のポリアルキレングリコールは１種のみが用い
られてもよく、２種以上配合されてもよい。
【００４８】
　炭素数２のエチレングリコール単量体の重合成分が分子内に過剰に含まれると、水溶性
が増大するために好ましくなく、デイビス法によるＨＬＢ値が１６以下のものが好適に使
用される。なお、デイビス法によるＨＬＢ値とは下記式により算出される。
【００４９】
　＜ＨＬＢ値＝７＋親水基の基数の総和－親油基の基数の総和＞
　なお、基数とは各官能基に定められている固有の数値である。
【００５０】
　また、出発物質となったアルコール類の官能基数に由来する水酸基数に応じて、あるい
は該水酸基のアルキル基等による封鎖処理の有無等により、１あるいは１より大なる数の
水酸基を有するポリアルキレングリコールのいずれもが用いられる。水溶性を低めるため
には、１分子あたりの水酸基数が３個以下であることがより好ましい。
【００５１】
　また、上記ポリアルキレングリコールの分子内には、水酸基の封鎖目的以外に導入され
た疎水性残基が含まれていてもよい。このような疎水性残基としては、アルキレン基、ア
ルケン基、アルキン基、芳香環基、ジメチルシロキサン系置換基などが挙げられる。
【００５２】
　また、上記水酸基に代えて、あるいは追加的に、カルボニル基、アミノ基またはチオー
ル基などの水素結合性極性基を含んでいてもよい。この場合においても、水溶性を低める
には、１分子あたりの極性基の数は３個以下であることがより好ましい。
【００５３】
　ポリアルキレングリコールの数平均分子量が７００より小さいと、遠心分離後に形成さ
れる隔壁に亀裂が入る。その結果、血餅と血清あるいは血球成分と血漿とが混ざり合い、
検査値に悪影響を及ぼす。従って、数平均分子量は７００以上であることが必要である。
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好ましくは、２個以上の水酸基を有するポリアルキレングリコールの場合、数平均分子量
は１０００以上であることが望ましい。その場合には、水溶性をより一層低めることがで
き、血液検査値への悪影響をより一層軽減することができる。なお、上記ポリアルキレン
グリコールの数平均分子量の上限値は特に限定されないが、１００，０００以下であるこ
とが望ましい。１００，０００を超えると、水酸基密度が小さくなり、チクソトロピー性
増強剤として作用しなくなるおそれがある。
【００５４】
　上記ポリアルキレングリコールの濃度は、血液分離剤全体の５重量％以下であることが
必要である。５重量％以下とすることにより、好ましい粘度範囲に調整することができ、
かつ検査値への悪影響を抑制することができる。より好ましくは３重量％以下であり、さ
らに好ましくは２重量％以下である。また、上記ポリアルキレングリコールの濃度の好ま
しい下限は０．１重量％である。０．１重量％以上にすることにより、血液分離剤の粘度
範囲を好ましい範囲に調整することが容易である。
【００５５】
　上記特定のポリアルキレングリコールの具体例としては、以下の各種ポリアルキレング
リコールを挙げることができる。ただし、下記例示する物質に限定されるものではない。
【００５６】
　１より大きな数の末端水酸基を有するポリアルキレングリコールとしては、ポリブチレ
ングリコール（日油社製、ＰＢ－７００、ＰＢ－１０００、ＰＢ－２０００等のユニオー
ル　ＰＢシリーズ）、ポリプロピレングリコール（日油社製、Ｄ－７００、Ｄ－１２００
、Ｄ－４０００等のユニオール　Ｄシリーズ）、ポリオキシプロピレングリセリルエーテ
ル（日油社製、ＴＧ－１０００、ＴＧ－３０００、ＴＧ－４０００等のユニオール　ＴＧ
シリーズ）、ポリオキシプロピレンソルビット（日油社製、ＨＳ－１６００Ｄ等のユニオ
ール　ＨＳシリーズ）、ポリセリン（日油社製、ＤＣＢ－１０００、ＤＣＢ－２０００、
ＤＣＢ－４０００等のポリセリン　ＤＣＢシリーズ、およびＤＣ－１１００、ＤＣ－１８
００Ｅ、ＤＣ－３０００Ｅ等のポリセリン　ＤＣシリーズ）、ポリオキシプロピレンジグ
リセリルエーテル（日油社製、ＤＧＰ－７００等のユニルーブシリーズ）、ポリオキシプ
ロピレングリセリルエーテル（旭硝子社製、Ｓ３００３、Ｓ３００６、Ｓ３０１１等のプ
レミノールシリーズ）、ポリプロピレングリコール（旭硝子社製、Ｓ４００１、Ｓ４００
６、Ｓ４０１１、Ｓ４０１５等のプレミノールシリーズ）、ポリオキシエチレンポリオキ
シプロピレングリコール（三洋化成工業社製、ＰＥ－３４、ＰＥ－６１、ＰＥ－６２、Ｐ
Ｅ－６４、ＰＥ－７１、ＰＥ－７４等のニューポール　ＰＥシリーズ）、ポリオキシエチ
レンポリオキシプロピレングリセリルエーテル（ＡＤＥＫＡ社製、ＡＭ－５０２等のアデ
カポリエーテル）が挙げられる。
【００５７】
　１個の末端水酸基を有するポリアルキレングリコールとして、ポリオキシプロピレンブ
チルエーテル（日油社製、ＭＢ－７、ＭＢ－１４、ＭＢ－３８、ＭＢ－７００等のユニル
ーブ　ＭＢシリーズ）、ポリオキシプロピレングリコールモノエーテル（三洋化成社製、
ＬＢ－２８５、ＬＢ－６２５、ＬＢ－３０００、ＬＢ－１８００Ｘ等のニューポール　Ｌ
Ｂシリーズ）、ポリオキシプロピレンアルキルエーテル（旭硝子社製、Ｓ１００４Ｆ、Ｓ
１００５等のプレミノールシリーズ）が挙げられる。
【００５８】
　（水）
　本発明に係る血液分離剤では、チクソトロピー性を高めるために水を添加してもよい。
水は、無機粉末の表面の水酸基に配位し、隣接する無機粉末の水酸基との水素結合のネッ
トワーク形成を促進する。従って、無機粉末の必要量を少なくすることができる。すなわ
ち、血液分離剤中における無機粉末の濃度を低めることができる。
【００５９】
　水としては、蒸留水、イオン交換水などの脱イオン水を適宜用いることができる。また
、無機粉末の表面の水酸基１個に水分子１個が配位するのに必要な濃度以上の水を用いる
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【００６０】
　本発明に係る血液分離剤では、血液分離剤としての性能を維持できる範囲で、相溶化剤
、酸化防止剤等の添加剤が更に配合されてもよい。
【００６１】
　（製造方法）
　本発明に係る血液分離剤の製造方法は特に限定されない。例えば、上記（メタ）アクリ
ル酸エステル系重合体と、無機粉末と、上記特定のポリアルキレングリコールとを適宜の
方法で混合すればよい。混合方法については特に限定されず、プラネタリーミキサー、ロ
ールミル、ホモジナイザーなどの公知の混練機を用いた方法を挙げることができる。
【００６２】
　（血液採取容器）
　本発明に係る血液採取容器は、容器本体と、容器本体内に収容されており、かつ上記本
発明に係る血液分離剤とを備える。容器本体としては、特に限定されず、採血管として広
く用いられている有底円筒状の容器や、様々な遠心分離可能な筒状容器を用いることがで
きる。また、上記本体の材質についても、遠心分離に耐え得る限り、特に限定されず、合
成樹脂やガラスなどを用いることができる。
【００６３】
　容器本体に血液分離剤を収容する態様についても特に限定されない。例えば、有底円筒
状の容器本体内に、上記液状の血液分離剤を収容する方法などを適宜用いることができる
。
【発明の効果】
【００６４】
　本発明に係る血液分離剤によれば、上記特定の（メタ）アクリル酸エステル系重合体と
、無機粉末と、上記特定のポリアルキレングリコールとを含み、該ポリアルキレングリコ
ールが全体の５重量％以下の濃度で配合されているため、冷却遠心分離機を用いたような
低温遠心分離条件によって遠心分離した場合であっても、血液分離剤の流動性が低下し難
い。従って、血餅と血清あるいは血球成分と血漿との中間層に隔壁を確実に形成すること
ができる。
【００６５】
　加えて、血清または血漿への血液分離剤成分の溶出が生じ難く、血球成分への悪影響を
及ぼし難い上記特定のポリアルキレングリコールをチクソトロピー性増強剤として添加し
ているため、遠心分離中に血液分離剤用重合体が千切れることがなく、血液中に油滴が漂
ったり、血液面に油膜が浮いたりすることもない。そのため、分析装置の反応セルや電解
質測定用電極表面の汚染が生じ難く、誤った測定値を与えるといった問題も生じ難い。加
えて、無機粉末の添加量を低めることができるので、長期間の貯蔵中における、水素結合
の増加による流動性の低下も生じ難い。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　以下、本発明の具体的な実施例及び比較例を挙げることにより、本発明を明らかにする
。なお、本発明は以下の実施例に限定されるものではない。
【００６７】
　［実施例１～８及び比較例１～７］
　（実施例１～８及び比較例１～７において用いた物質）
　１）血液分離剤用重合体
　血液分離剤用重合体として使用した物質を下記の表１に示す。
【００６８】
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【表１】

【００６９】
　なお、１５℃／２５℃粘度比は、１５℃における粘度の２５℃における粘度の比である
。また、γ線照射後２５℃粘度は、γ線を平均３０ｋＧｙ量照射した後の２５℃における
粘度をいう。粘度の測定は、レオメーター　ＤＶ－ＩＩＩ（ブルックフィールド社製）に
より行った。
【００７０】
　２）無機粉末
　無機粉末として、親水性シリカ（日本アエロジル社製、アエロジル２００、粒径：約１
２ｎｍ、比表面積：約２００ｍ２／ｇ）と、疎水性シリカ（日本アエロジル社製、アエロ
ジルＲ９７４、粒径：約１２ｎｍ、比表面積：約１７０ｍ２／ｇ、化学的に表面をＣＨ３
基で処理することにより疎水性とされている）との混合物を用いた。混合比は、親水性シ
リカ／疎水性シリカ＝０．６８（重量比）とした。
【００７１】
　３）ポリアルキレングリコール
　ポリアルキレングリコールとして、下記の表２に示すチクソトロピー性増強剤１～４で
示すポリアルキレングリコールを用意した。
【００７２】
　増強剤１：ポリオキシプロピレングリセリルエーテル（旭硝子社製、プレミノールＳ３
０１１）
　増強剤２：ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコール（三洋化成工業社製、
ニューポールＰＥ－７４）
　増強剤３：ポリブチレングリコール（日油社製、ユニオールＰＢ－７００）
　増強剤４：ポリオキシプロピレングリセリルエーテル（アデカ社製、アデカポリエーテ
ルＧ３００）
【００７３】
【表２】

【００７４】
　（血液分離剤の作製）
　（実施例１）
　下記の表３に示すように、血液分離剤用重合体として表１に示した重合体１を９６重量
％、上記混合物である無機粉末を３重量％及ポリアルキレングリコールとして表２に示し
たチクソトロピー性増強剤１を１重量％含むようにこれらを配合し、室温下でプラネタリ
ーミキサーで撹拌混合し、血液分離剤を作製した。
【００７５】
　（実施例２～８及び比較例１～７）
　使用した材料及配合割合を下記の表３に示すように変更したことを除いては、実施例１
と同様にして血液分離剤を作製した。なお、比較例１では無機粉末を用いなかった。また
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、比較例２では、ポリアルキレングリコールを用いなかった。比較例３では粘度の低い血
液分離剤用重合体５を用いた。比較例４では血液分離剤用重合体５を用い、無機粉末の添
加量を５重量％とした。比較例５では、血液分離剤用重合体として水添シクロペンタジエ
ン系固形樹脂とトリメリット酸エステルの混合融解物を用いた。比較例６ではチクロソト
ロピー性増強剤１の添加量を１０重量％とした。比較例７では、数平均分子量３５０であ
るチクソトロピー性増強剤４を用いた。
【００７６】
【表３】

【００７７】
　（血液採取容器の作製）
　１０ｍＬ容量のポリエチレンテレフタレート製試験管（１６ｍｍ×１００ｍｍ）１０本
を用意し、各試験管に実施例１～８及び比較例１～７の血液分離剤を約１．２ｇずつ収容
することで血液採取容器を作製した。また、７ｍＬ容量のポリエチレンテレフタレート製
試験管（直径１３ｍｍ×長さ１００ｍｍ）２０本を用意し、各試験管に実施例１～８及び
比較例１～７の血液分離剤を０．９ｇ収容することで血液採取容器を作製した。７ｍＬ容
量のポリエチレンテレフタレート製試験管を用いて作製した血液採取容器については照射
線量が３０ｋGｙとなるようにγ線照射を行った後、各種評価を行った。
【００７８】
　（評価）
　上記のようにして、血液採取容器を作製した直後の血液分離剤及び血液採取容器を２５
℃で１年間貯蔵したレベルに相当する加速試験を行った後のサンプルについて以下の要領
で評価した。また、２５℃で１年間貯蔵したレベルに相当する加速試験を行った後のサン
プルについても以下の要領で評価した。この加速試験は、温度：４５℃、相対湿度：７５
％の条件下で４週間貯蔵とすることにより行った。
【００７９】
　１）血液分離剤の流動性評価
　比重１．０８に調整した食塩水２ｍＬを７ｍＬ容量の血液検査用容器１０本に注入後、
１５℃の温度に設定されている水槽に３０分間血液採取容器を浸漬した。３０分後、冷却
付き遠心分離機を用い、１１００ｇ×５分及び１５℃の条件で遠心分離を行った。比重１
．０８の食塩水の上部に平均厚み５ｍｍ以上の隔壁が形成されている場合には○を付し、
２ｍｍ以上、５ｍｍ未満の厚みの場合には△を付し、２ｍｍ未満の厚みの場合には×とし
た。結果を下記の表４に示す。
【００８０】
　２）耐流れ性評価
　１０ｍＬ容量の血液採取容器５本を水平に、６０℃、２４時間保持し、分離剤組成物の
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最初の液面位置から流れた先端までの距離を測定し、平均値を求めた。本評価はサンプル
作製直後についてのみ行った。
【００８１】
　３）隔壁形成状態評価
　ｃｉｔｒａｔｅ　ｐｈｏｓｐｈａｔｅ　ｄｅｘｔｒｏｓｅ　ａｄｅｎｉｎｅ（ＣＰＤＡ
－１）添加ヒト保存血液（Ｔｅｎｎｅｓｓｅｅ　Ｂｌｏｏｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ社）を用
意した。各血液分離剤が収容されている７ｍＬ容量の血液採取容器各５本に、上記ヒト保
存血液５ｍＬを収容し、転倒混和した後、２２００ｇ×５分及び２０℃の条件で遠心分離
した。遠心分離後に形成された隔壁による血漿と血球成分との分離状態を、並びに油状浮
遊物及び油膜の有無を目視により観察した。下記の表４に結果を示す。表４においては、
隔壁に亀裂が生じている場合には「亀裂」、油状浮遊物や油膜が生じている場合には「油
」と記載し、これらがいずれも観察されない場合には○を付した。
【００８２】
【表４】

【００８３】
　表４から明らかなように、実施例１～８では、加速試験後でも流動性、耐流れ性、隔壁
形成状態のいずれにおいても良好な結果を示した。
【００８４】
　無機粉末が添加されていない比較例１、及びポリアルキレングリコールが添加されてい
ない比較例２、及び血液分離剤用重合体の粘度が低い比較例３では、充分なチクソトロピ
ー性が得られず、血液分離剤が試験管の管口まで血液分離剤が流れ出た。また、遠心分離
後に油状浮遊物や油膜が生じた。
【００８５】
　粘度が低く、チクソトロピー性が充分でなかった比較例３に対し、無機粉末が５重量％
添加されていることによりチクソトロピー性が増強されている比較例４では、流動性が低
下し、充分な隔壁を形成することができなかった。
【００８６】
　固形の樹脂と可塑剤とからなる血液分離剤用重合体を用いた比較例５では、粘度の温度
依存性が高いため、血液分離剤の流動性が低くなり、隔壁を充分に形成することができな
かった。
【００８７】
　ポリアルキレングリコールを１０重量％添加してなる比較例６では、粘度の低いポリア
ルキレングリコールを過剰に添加したことで血液分離剤の粘度が低くなったためか、血液
分離剤の流れ、及び遠心分離後に油状浮遊物や油膜が生じていた。
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【００８８】
　ポリアルキレングリコールを添加しなかった比較例２、及び数平均分子量３５０のポリ
アルキレングリコールを用いた比較例７では、遠心分離後の隔壁に亀裂が生じていた。
【００８９】
　これに対して、上記実施例１～８では、いずれも、遠心分離後に、確実に充分な厚みの
隔壁を形成することができた。また、２５℃での貯蔵１年間に相当する上記加速試験を行
った場合でも、安定した性能を発現することが確かめられた。
【００９０】
　［実施例９～２７及び比較例８～１３］
　重合禁止剤を添加してなる下記の実施例９～２７及び比較例８～１３を説明する。
【００９１】
　＜実施例９～２７及び比較例８～１３において用いた物質＞
　１）血液分離剤用重合体
　（メタ）アクリル酸エステル重合体（重合体３；東亞合成社製、Ｍｗ７６００）
【００９２】
　２）無機粉末
　無機粉末として、親水性シリカ（日本アエロジル社製、アエロジル９０Ｇ、粒径：約２
０ｎｍ、比表面積：約９０ｍ２／ｇ）を用いた。
【００９３】
　３）ポリアルキレングリコール
　ポリアルキレングリコールとして、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコー
ル（三洋化成工業社製、ニューポールＰＥ－７１、Mｎ２３００、ＨＬＢ値：３）を用い
た。
【００９４】
　４）重合禁止剤
　重合禁止剤として用いた物質を下記表５に示す。
【００９５】
【表５】

【００９６】
　＜血液分離剤の作製＞
　（実施例９）
　（メタ）アクリル酸エステル重合体（東亜合成社製、Ｍｗ７６００）を９６．３９９重
量％、アエロジル９０Ｇ（日本アエロジル社製）を２．６重量％及びポリアルキレングリ
コール（ニューポールＰＥ７１（三洋化成工業社製））を１重量％、重合禁止剤としてｐ
－メトキシフェノールを０．００１重量％含むようにこれらを配合し、室温下でプラネタ
リミキサーで１０分間撹拌混合し、血液分離剤を作製した。
【００９７】
　（実施例１０～１４）
　重合禁止剤及び（メタ）アクリル酸エステル系重合体の配合割合を表６に示すように変
化させたことを除いては、実施例９と同様にして血液分離剤を作製した。
【００９８】
　（実施例１５～２０）
　重合禁止剤を２，５－ジ－ｔ－ブチルヒドロキノンにし、重合禁止剤及び（メタ）アク
リル酸エステル系重合体の配合割合を表６に示すように変化させたことを除いては、実施
例９と同様にして血液分離剤を作製した。
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【００９９】
　（実施例２１～２６）
　重合禁止剤をフェノチアジンにし、重合禁止剤及び（メタ）アクリル酸エステル系重合
体の配合割合を表６に示すように変化させたことを除いては、実施例９と同様にして血液
分離剤を作製した。
【０１００】
　（実施例２７）
　重合禁止剤を添加せず、（メタ）アクリル酸エステル系重合体を９６．４重量％にした
ことを除いては、実施例９と同様にして血液分離剤を作製した。
【０１０１】
　（比較例８～１０）
　重合禁止剤をヒドロキノンにし、重合禁止剤及び（メタ）アクリル酸エステル系重合体
の配合割合を表６に示すように変化させたことを除いては、実施例９と同様として血液分
離剤を作製した。
【０１０２】
　（比較例１１）
　重合禁止剤ｐ－メトキシフェノールの添加量を６．０重量％、（メタ）アクリル酸エス
テル系重合体を９０．４重量％、室温下でプラネタリーミキサーで３時間撹拌混合したこ
と以外は実施例９と同様にして血液分離剤を作製した。
【０１０３】
　（比較例１２）
　重合禁止剤を２，５－ジ－ｔ－ブチルヒドロキノンとしたこと以外は比較例１１と同様
にして血液分離剤を作製した。
【０１０４】
　（比較例１３）
　重合禁止剤をフェノチアジンにしたこと以外は比較例１１と同様にして血液分離剤を作
製した。
【０１０５】
　＜血液採取容器の作製＞
　７ｍＬ容量のポリエチレンテレフタレート製試験管（直径１３ｍｍ×長さ１００ｍｍ）
２０本を用意し、各試験管に血液分離剤を０．９ｇ収容することで血液採取容器を作製し
た。本血液採取容器に照射線量が３０ｋＧｙとなるようにγ線照射を行った後、各種評価
を行った。
【０１０６】
　＜評価＞
　上記のようにして、γ線照射後の血液採取容器の初期の血液分離剤及び血液採取容器を
、２５℃で１年間貯蔵したレベルに相当する加速試験を行った。すなわち、４５℃、相対
湿度７５％の条件で４週間保存した。この加速試験前、すなわち初期状態、及び加速試験
後のサンプルについて以下の要領で評価した。
【０１０７】
　１．２５℃粘度測定
　レオメーター　ＤＶ－ＩＩＩ（ブルックフィールド社製）を用い、初期条件及び加速試
験後の血液分離剤について２５℃で粘度測定を行った。結果を加速試験後／初期状態の粘
度比で示す。
【０１０８】
　２．検査値影響
　上記作製した初期の血液採取容器にヒトプール血清を添加し、４℃で４８時間静置後の
検体について生化学３２項目の測定を行った。すなわち、総蛋白、アルブミン、Ａ／Ｇ比
、総ビリルビン、直接ビリルビン、ＡＳＴ、ＡＬＴ、アルカリフォスファターゼ、ロイシ
ンアミノペプチダーゼ、乳酸脱水素酵素、コリンエステラーゼ、γ－ＧＴＰ、ＣＫ、アミ
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ラーゼ、尿酸窒素、尿酸、クレアチニン、リン脂質、中性脂肪、総コレステロール、ＨＤ
Ｌ－コレステロール、ＬＤＬ－コレステロール、β－リポ蛋白、ナトリウム、クロール、
カリウム、カルシウム、無機リン、マグネシウム、鉄、総鉄結合能、不飽和鉄結合能を測
定した。コントロールとして、血液分離剤を添加していない血液採取容器を用いて、同様
にして上記の生化学３２項目を測定した。コントロール条件下での上記の生化学３２項目
の数値に対して、上記血液分離剤を用いた場合の数値の乖離が５％未満の場合には○、５
％～１０％の乖離が生じた項目が１つでもあった場合には△、１０％以上の乖離が生じた
項目が１つでもあった場合には×とした。結果を表６に示す。
【０１０９】
【表６】

【０１１０】
　２５℃における溶解度が４ｇ／１００ｍＬ以下である重合禁止剤を用いた実施例９～実
施例２６の血液分離剤では、重合禁止剤無添加の実施例２７に比べ、加速試験後の血液分
離剤の粘度増加が抑制された。また、血清検体中への重合禁止剤の溶出による検査値への
影響も確認されなかった。
【０１１１】
　一方、２５℃における溶解度が７ｇ／１００ｍＬのヒドロキノンを用いた比較例８～１
０では、粘度増加は抑制されたものの、尿酸、リン脂質、中性脂肪、ＨＤＬ－コレステロ
ール、ＬＤＬ－コレステロールの検査値に影響が認められ、ヒドロキノンの濃度が高いほ
どコントロールに対する乖離が大きくなる傾向があった。これは血清検体中にヒドロキノ
ンが溶出したためと推察された。
【０１１２】
　また、重合禁止剤の添加量を多くした比較例１１～１３ではプラネタリーミキサーで３
時間撹拌混合を行った後も粒状の塊が血液分離剤中に分散しきれずに残存していた。
【０１１３】
　以上のことから、２５℃における溶解度が４ｇ／１００ｍＬ以下である重合禁止剤を用
いることによって、検査値に影響することなく、血液分離剤の性能安定性をさらに向上す
ることができた。
【０１１４】
［実施例２８～４２］
（実施例２８～４２において用いた物質）
１）血液分離剤用重合体
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　血液分離剤用重合体として、（メタ）アクリル酸エステル重合体（重合体３；東亞合成
社製、Ｍｗ７６００）を用いた。
【０１１５】
２）無機粉末
　無機粉末として、親水性シリカ（日本アエロジル社製、アエロジル２００、粒径：約１
２ｎｍ、比表面積：約２００ｍ２／ｇ）と、疎水性シリカ（日本アエロジル社製、アエロ
ジルＲ９７４、粒径：約１２ｎｍ、比表面積：約１７０ｍ２／ｇ、化学的に表面をＣＨ３
基で処理することにより疎水性とされている）との混合物を用いた。
【０１１６】
３）ポリアルキレングリコール
　ポリアルキレングリコールとして、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコー
ル（三洋化成工業社製、ニューポールＰＥ－７１、Ｍｎ２３００、ＨＬＢ値：３）と、ポ
リオキシプロピレングリセリルエーテル（旭硝子社製、プレミノールＳ３０１１（増強剤
１））との混合物を用いた。
【０１１７】
４）重合禁止剤
　重合禁止剤として、２，５－ジ－ｔ－ブチルヒドロキノンを０．１重量％用いた。
【０１１８】
＜血液分離剤の調整＞
（実施例２８）
　（メタ）アクリル酸エステル重合体（重合体３；東亞合成社製、Ｍｗ７６００）を９６
．３５重量％、２００ＣＦ（日本アエロジル社製）を１．０３重量％、Ｒ９７４（日本ア
エロジル社製）を１．５２重量％、ニューポールＰＥ－７１（三洋化成工業社製）を０．
１重量％、プレミノールＳ３０１１（旭硝子社製）を０．９重量％、２，５－ジ－ｔ－ブ
チルヒドロキノンを０．１重量％含むようにこれらを配合し、室温下でプラネタリミキサ
ーで１０分間撹拌混合し、血液分離剤を作製した。
【０１１９】
（実施例２９～３４）
　ニューポールＰＥ－７１（三洋化成工業社製）とプレミノールＳ３０１１（旭硝子社製
）の混合量を下記の表７に示すように変化させたことを除いては、実施例２８と同様にし
て血液分離剤を作製した。
【０１２０】
（実施例３５～４２）
　２００ＣＦ（日本アエロジル社製）とＲ９７４（日本アエロジル社製）の混合量を下記
の表７に示すように変化させたことを除いては、実施例３０と同様にして血液分離剤を作
製した。
【０１２１】
＜血液採取容器の作製＞
　７ｍＬ容量のポリエチレンテレフタレート製試験管（直径１３ｍｍ×長さ１００ｍｍ）
５０本を用意し、各試験管に血液分離剤を０．９ｇ収容することで血液採取容器を作製し
た。本血液採取容器に照射線量が３０ｋＧｙとなるようにγ線照射を行った後、各種評価
を行った。
【０１２２】
＜評価＞
　上記のようにして、γ線照射後の血液採取容器の初期の血液分離剤及び血液採取容器を
、２５℃で１年間貯蔵したレベルに相当する加速試験を行った。すなわち、４５℃、相対
湿度７５％の条件で４週間保存した。この加速試験前、すなわち初期状態、及び加速試験
後のサンプルについて以下の要領で評価した。
【０１２３】
１）血液分離剤の流動性評価
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　実施例１～８と同様にして、血液分離剤の流動性評価を行った。結果を下記の表７に示
す。
【０１２４】
２）隔壁形成状態評価
　実施例１～８と同様にして、隔壁形成状態評価を行った。結果を下記の表７に示す。
【０１２５】
３）検査値影響
　実施例９～２７について行った検査値影響評価と同様にして、検査値への影響を評価し
た。結果を下記の表７に示す。
【０１２６】
【表７】

【０１２７】
　表７から明らかなように、無機微粉末、及びポリアルキレングリコールの混合量、配合
比を変化させた実施例２８～４２では、加速試験後でも流動性、隔壁形成状態、検査値の
いずれにおいても良好な結果を示した。
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